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51. Gを有限群とする。このとき群環C[G]の中心

Z(C[G]) = {x ∈ C[G] | yx = xy for all h ∈ C[G]}
の基底をもとめ、その次元を求めよ。

52. 次の問いに答えよ。
(1) V をGの既約表現とするとき、C[G]の元 xに対して V への作用を対
応させるときに得られる写像

φ : C[G] → HomC(V, V )

は環の順同型であることを示せ。
(2) また C[G]の元 [g]に G × Gの作用を (g1, g2)[g] = [g1gg

−1
2 ]で定める

と G × Gの表現となる。このとき上の写像 φは G × G準同型となる
ように HomC(V, V )の作用が入れられることを示せ。

(3) 準同型 φは全射であることを示せ。

53. 次の問いに答えよ。
(1) n次の正方行列のなす、行列環M(n,C)の中心を求めよ。
(2) 問い 52の写像 φを Z(C[G])に制限して得られる環準同型 Z(C[G]) →

HomC(V, V ) を考えたときその像の次元は１次元であることを示せ。

54. 2以上の整数m,nがm | nを満たしているとする。n′ =
n

m
とおく。aを整

数として、ζ = exp(
a2πi

n′ ) とおく。V = CなるH = Z/n′Zの表現を ρ(1) = ζ

により定める。G = Z/nZとして f : H → Gを f(1) = mにより定める。これ
により定まる群環の準同型C[H] → C[G] を考える。このときテンソル積

C[G]⊗C[H] V

を左からの Gの作用によりって Gの表現とみるとき、この表現を既約表現の
直和に分解せよ。

55. V をGの表現とする、χV を V の指標とする。g ̸= eのとき χV (g) = 0 な
らば V は正則表現C[G]の直和となることを示せ。


